


































































































ました。学生数約 3140 人（2012 年 5 月 31 日現
在）という小規模大学で、学部構成は現代人間学











































































































　最終的には、ロゴ 8 名 20 作品、キャラクター












































































































































































































































　また、ロゴ＆キャラ募集は 2 年に 1 回のペー
スで実施する予定でいますが、裏を返すと、2 年
に一度、図書・情報館職員が最大限のエネルギー
を費やして枯渇しそうになるくらいまで注ぎ込む
大イベントになっています。それでもやると決め
ているのは、やはり、このままではよいことをし
ていても外に伝わらないという危機意識に似た思
いと、やるしかないと躊躇することのない勢いだ
と思います。
　ぜひ、皆様とご一緒に利用者である学生や教職
員を巻き込んだ取り組みを積極的に行い、図書館
界を盛り上げていきたいと思っています。
［司　会］　森永様、ありがとうございました。
⑤おわりに
 ロゴ＆キャラ募集をはじめとした活性化戦略は、
ものと人、人と人とのコミュニケーションを広げ
つつ、図書・情報館のPR活動を支える大きな柱と
なりつつある
 職員を突き動かすのは「このままじゃ良いことを
してても外に伝わらない！」という危機意識に
似た思いと、「やるしかない！」という躊躇する
ことのない勢い
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